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く動機付けさせていくかが、観戦者増加への 1 つの方策として考えられる。 
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究が挙げられる。Tokuyama (2009)は McDonald 
et al.(2002)の研究を基に、アメリカにおけるサッ
カーとテニスの参加者に調査を行い、スポーツ参










































































Tokuyama (2009)、McDonald et al.(2002) による
と、Sport Motivation（スポーツ参 加 動 機 ）は、
「Risk-Taking」「Stress Reduction」「Aggression」 
「 Affiliation 」  「 Social Facilitation 」 
「 Self-Esteem 」 「 Competition 」 「 Achievement 」
「 Skill Mastery 」 「 Aesthetics 」  「 Value 





訳を行い、表 1 に示した。 









































































属】の 11 の上位カテゴリーが形成された(表 2)。 
 





































表 3  KJ 法から抽出されたカテゴリー（観戦への動機） 


















































































































2010 年 10 月 11 日から 11 月 11 日の期間に行



















表 4 サンプルの基本的属性 
n % 
性別 
 男性 86 50.6 
 女性 84 49.4 
年齢  
 10 代 17 10.0 
 20 代 34 20.0 
 30 代 45 26.5 
 40 代 45 26.5 
 50 代 14 8.2 
 60 代以上 15 8.9 
活動頻度  
 週 1 回  70 41.2 
 週 2 回  32 18.8 
 週 3 回  20 11.8 
 週 4 回  16 9.4 

























田部井 (2001)によると、観測変数が 30 以上ある
















































































達成 1.00  
自己実現 .69 1.00  
価値発達 .81 .66 1.00  
ストレス解消 .42 .43 .40 1.00  
美的 .69 .61 .70 .38 1.00  
競争 .74 .66 .63 .41 .64 1.00  
自己尊重 .61 .62 .49 .25 .56 .64 1.00  
交流 .61 .51 .56 .38 .56 .55 .38 1.00  
所属 .70 .57 .62 .43 .59 .58 .61 .65 1.00 
技術向上 .67 .49 .64 .31 .69 .63 .60 .54 .65 1.00 













表 6 テニス参加動機の因子項目の信頼性と妥当性 
項目 α FL Ave
達成 
1 テニスをすることは、自分に人としての成長を与えてくれると思う  .79
3 テニスをすることは、何か物事を達成する手助けとなると思う .80 .80 .58
16 テニスをすることは、自分の限界への到達に繋がると思う  .70
自己実現 
2 テニスをすることによって、｢自分はうまくいっている人間だ｣と感じられる  .78
6 テニスをすることで、自分の能力に自信を持つことができる .89 .89 .74
10 テニスをすることで、自信を感じられるようになる  .90
価値発達 
4 テニスをすることで、思いやりのある人間になれる  .76
5 テニスをすることで、努力や熱意の大切さを理解することができる .81 .83 .60
9 テニスをすることで、他からは学べないことを学ぶことができる  .73
ストレス解消 
8 テニスをした後は、する前よりストレスが軽くなっている  .74
12 テニスをすることで、日々のプレッシャーから解放されることができる .77 .79 .54
18 テニスは、落ち込んでいたり、イライラしている時に最適である  .67
美的 
13 テニスをすることは、自分自身を表現する 1 つの方法である  .83
14 テニスのプレーには美しさがあると感じる .79 .54 .50
17 私はテニスのプレーに、自分の個性・性格を表現している  .79  
20 私は、テニスのプレーにおける芸術性の追求を楽しんでいる  .64  
競争 
7 テニスをしていると、負けず嫌いになる  .70  
11 対戦相手が強ければ強いほど、私はテニスを楽しむことができる .76 .63 .51
19 競争は、自分がテニスに参加する上での、重要な要素の 1 つである  .81  
自己尊重 
23 私のテニスにおける目標は、テニスで突出した存在になることだ  .79  
24 私は、テニスで結果を出したいという強い願望を持っている ..85 .87 .66
29 私はテニスでの成功者になるために、年間を通して努力しつづけるつもりだ  .77  
交流 
22 テニスへの参加は、自分の友人達と時間を共有する機会を与えてくれる  .63  
27 新たな出会いのチャンスを与えてくれるのが、テニスをする楽しさでもある .81 .73 .51
30 テニスの楽しさは、他の人々とテニスをした経験を共有できることだ  .75  
38 グループでのテニス参加は、社会的な関係を良好にさせることへと繋がる  .74  
所属 
25 テニスをしていると、自分は特別な集団に属していると感じられる  .55  
33 私は、テニスをする人々との間に、何か絆のようなものを感じる .75 .85 .55
35 テニスをする人の間には、ある種の仲間意識のようなものが存在する  .79  
技術向上 
28 自分の目標を達成するため、高い技術を身につけたいと思っている  .75  
32 マスターするのが難しい点が、テニスをプレーする面白さでもある .79 .79 .56
34 マスターするのが難しいので、テニスをすることは常にチャレンジである  .71  
健康・体力作り 
26 私がテニスをするのは、健康維持のためである  .88  
31 体力（筋力、持久力、抵抗力）を向上させたいので、私はテニスをしている .88 .74 .73
37 私がテニスをするのは、テニスが健康に良いと感じるからである  .90
 
  




さらに、信 頼 性 の検 討 を行 った所、Cronbach






















説明力を示す調整済み R2 の値は 0.335 となり、こ
のモデルから観戦意図の 33.5%が説明されたこと
になった。また、求めた重回帰式の予測力に関






を算出した所 、全 ての参 加 動 機要因 において






その 1 で作成した仮設モデルの検証を行った。 
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